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モ
ン
タ
ナ
留
学
レ
ポ
ー
ト

こ
こ
へ
来
て
４
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。月
日
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。

１
週
間
内
に
今
学
期
も
終
わ
り
冬
休
み

に
な
り
ま
す
。

学
校
。
こ
こ
は
本
当
に
大
変
で
、
私

の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
費
や
し
て
い
ま

●
佐
間
野
有
希
子
さ
ん
の

レ
ポ
ー
ト
（
原
文
は
英
語
）

●
瀬
古
昌
子
さ
ん
の

レ
ポ
ー
ト
（
原
文
は
英
語
）

す
。
こ
こ
の
学
生
は
日
本
の
学
生
、
少

な
く
と
も
県
立
大
の
学
生
よ
り
も
ず
っ

と
勉
強
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は
研
究

し
た
り
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
り
す
る
学

生
で
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
人
の
学
生
と
同
様
、
こ
こ
の

留
学
生
も
ま
た
毎
日
夜
中
ま
で
勉
強
し

て
お
り
、
３
〜
４
時
間
し
か
寝
な
い
時

が
あ
る
人
も
い
ま
す
。
最
初
は
、
全
て

の
留
学
生
が
寝
な
い
で
勉
強
す
べ
き
で

み
ん
な
そ
う
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
と
に
な
っ
て

そ
れ
は
真
実
で
は
な
い
と
わ
か
り
ま
し

た
。
今
私
は
ほ
と
ん
ど
毎
晩
８
〜
９
時

間
寝
て
い
ま
す
。
夜
寝
る
た
め
に
、
昼

間
、
昼
食
時
も
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い

る
の
で
す
。
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
日

本
人
の
学
生
が
い
て
、
勉
強
す
る
か
わ

り
に
よ
く
一
緒
に
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ

り
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
あ
ま
り
睡

眠
を
と
れ
な
い
一
因
だ
と
思
い
ま
す
。

充
分
な
休
息
を
と
る
こ
と
は
、
こ
こ
で

健
康
を
維
持
す
る
の
に
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。

平
成
10
年
度
よ
り
開
始
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
モ
ン
タ
ナ
州
立
大
学
へ
の

短
期
留
学
生
派
遣
。
平
成
11
年
度
は
モ
ン
タ
ナ
州
立
大
学
ボ
ー
ズ
マ
ン
校
に
２

名
の
学
生
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
そ
の
２
名
、
総
合
管
理
学
部
３
年
佐
間
野
有

希
子
さ
ん
と
文
学
部
４
年
瀬
古
昌
子
さ
ん
か
ら
届
い
た
留
学
生
活
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
11
年
度
モ
ン
タ
ナ
州
立
大
学
ボ
ー
ズ
マ
ン
校
へ
の
短
期
留
学
生
派
遣

派
遣
期
間：

平
成
11
年
８
月
か
ら
１
年
程
度

派
遣
学
生：

文
学
部
英
語
英
米
文
学
科
４
年
　
瀬
古
　
昌
子

総
合
管
理
学
部
総
合
管
理
学
科
３
年
　
佐
間
野
有
希
子

学
生
寮
。
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
友

達
が
い
ま
す
。
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ(
学
生
寮
名)

は
す
て
き
な
寮
で
、
私
の
知
る
限
り
モ

ン
タ
ナ
州
立
大
学
で
一
番
だ
と
思
い
ま

す
。
母
国
の
こ
と
を
話
し
た
り
、
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
パ
ー
テ
ィ
を
し

た
り
、
世
界
中
の
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を

作
っ
た
り
、
時
に
は
笑
っ
た
り
、
泣
い

た
り
・
・
・
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
生
活
す

る
こ
と
が
友
達
を
見
つ
け
る
一
番
の
方

法
で
す
。
私
達
は
今
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

飾
り
付
け
の
計
画
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
が
待
ち
き
れ

ま
せ
ん
！

川
や
山
。
こ
こ
は
、
学
校
の
こ
と
を

考
え
ず
時
間
を
過
ご
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
出
来
る
場
所
で
す
。
ボ
ー
ズ
マ
ン
の

自
然
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。
川

に
は
多
く
の
ま
す
が
い
て
と
て
も
美
し

く
、
こ
こ
で
つ
り
を
す
る
の
が
私
の
お

気
に
入
り
の
時
間
で
す
。
も
う
山
に
は

雪
が
つ
も
っ
て
ま
す
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ

ン
も
も
う
す
ぐ
。
ス
キ
ー
場
ま
で
30
分

ぐ
ら
い
で
す
。
モ
ン
タ
ナ
は
ア
ウ
ト
ド

ア
に
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
す
。

友
達
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
い
つ

も
私
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
て
く
れ
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
彼

ら
は
私
を
川
に
連
れ
て
行
き
つ
り
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
い
て
ほ
し
い

時
に
そ
ば
に
い
て
く
れ
ま
す
。
レ
ポ
ー

ト
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
授
業
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
に
は
励
ま
し

て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

は
い
つ
も
私
の
世
話
を
し
て
く
れ
、
ま

る
で
本
当
の
両
親
の
よ
う
で
す
。
お
父

さ
ん
が
狩
り
に
行
っ
て
大
き
な
エ
ル
ク

を
捕
ま
え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
ん
と
お
母
さ
ん
が
そ
の
心
臓
を
夕
飯

に
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
れ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
で
も
、
時
々
日
本
に
帰

り
友
達
に
会
い
た
い
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
友
達
が
日
本
か
ら
送
っ
て
く

れ
る
手
紙
や
写
真
が
励
み
に
な
り
ま

す
。し

か
し
、
と
に
か
く
私
が
今
す
べ
き

こ
と
は
こ
こ
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
こ

と
で
す
。
こ
こ
で
の
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
、
で
き
る
だ
け
長
く
こ
こ
に
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（

１
９
９
９
・
12
・
８
）

秋
学
期
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
英

語
と
こ
こ
で
の
生
活
に
慣
れ
る
の
が
と

て
も
大
変
で
し
た
が
、
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
楽
し
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

勉
強
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
は
こ
の

秋
学
期
で
４
つ
の
授
業
、
12
単
位
を
取

り
ま
し
た
。
特
に
言
語
学
の
授
業
は
私

の
好
き
な
授
業
の
１
つ
で
し
た
。
社
会

学
と
教
育
心
理
学
は
つ
い
て
い
く
の
が

大
変
で
し
た
が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
討
論
を
す
る
機
会
が
多
く
持
て
、

良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
週
末

に
楽
し
ん
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま

す
。（

中
略
）

冬
休
み
が
終
わ
り
今
日
か
ら
春
学
期

が
始
ま
り
ま
す
。
冬
休
み
に
は
佐
間
野

さ
ん
と
守
江
君
（
総
合
管
理
学
部
３
年
、
現

在
ア
メ
リ
カ
に
私
費
留
学
中
）
と
グ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ニ
オ
ン
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
と

て
も
素
晴
ら
し
い
旅
行
で
本
当
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１

週
間
ア
イ
ダ
ホ
の
友
達
の
家
に
行
き
、

そ
こ
で
正
月
を
迎
え
、
１
０
０
人
位
の

大
き
な
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
キ
ー
に
挑
戦
し
た
り
、

友
達
に
す
し
バ
ー
に
連
れ
て
い
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験

し
ま
し
た
。

今
は
「
ボ
ー
リ
ン
グ
」「
合
気
道
」

「
日
本
語
授
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」「
児
童

文
学
」「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
と
っ
て
い
ま
す
。
教

授
の
研
究
室
で
授
業
に
つ
い
て
話
し
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

人
が
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
の
が
興

味
深
い
日
本
語
の
授
業
な
ど
、
今
学
期

の
授
業
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
２
０
０
０
・
１
・
13
）

本
学
で
は
、
例
年
の
と
お
り
平
成
12

年
６
月
下
旬
か
ら
７
月
初
め
に
か
け
て

10
日
間
、
本
学
と
姉
妹
提
携
し
て
い
る

韓
国
・
祥
明
大
學
校
か
ら
短
期
学
生
研

修
団
10
名
程
度
を
受
け
入
れ
る
予
定
で

す
。
研
修
生
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
日
本
の
日
常
生
活
を
体
験
し
、
本
学

学
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。
あ
な
た

も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
り
ま
せ
ん

か
。
昨
年
度
の
経
験
者
も
祥
明
大
學
校

学
生
と
の
交
流
は
楽
し
く
貴
重
な
体
験

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
希
望
す
る
学
生
は
、
学

生
課
で
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
詳
細
は
学
生
課
へ
）

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
時
期

平
成
12
年
６
月
下
旬
か
ら
７
月
初
め
頃

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

４
〜
５
泊
程
度

・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
数

20
家
族
程
度

本
学
で
は
就
職
支
援
の
た
め
の
各
種

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
11

年
度
は
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
へ
の
就
職
希

望
者
を
対
象
と
し
た
〝
マ
ス
コ
ミ
講
座
〞

を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座

は
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
受
験
に
必
要
な
表

現
力
（
文
章
力
、
発
表
力
）
を
高
め
る

た
め
に
、
第
一
線
の
実
務
家
・
専
門
家

に
よ
る
表
現
力
の
実
技
指
導
を
行
い
、

本
学
か
ら
よ
り
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
業
界

へ
の
合
格
者
を
輩
出
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
平
成
11
年
10
月
か
ら

平
成
12
年
３
月
ま
で
計
15
回
開
催
。
約

20
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
聞

社
、
放
送
局
、
広
告
代
理
店
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
講
師
に
よ
り
、
作
文
指
導

や
発
表
指
導
な
ど
の
表
現
力
指
導
を
中

心
と
し
な
が
ら
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
の
実

情
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

本
学
で
は
、
就
職
支
援
事
業
の
一
つ

と
し
て
企
業
見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
３
年
次
の
就
職
活
動
本

格
化
を
前
に
、
企
業
活
動
の
現
場
を
訪

ね
て
現
場
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
、
企

業
の
経
営
方
針
・
業
界
内
容
や
業
界
の

現
状
等
の
説
明
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、

企
業
活
動
の
実
態
を
知
り
、
自
分
に
あ

っ
た
業
種
・
職
種
・
企
業
探
し
の
参
考

と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
平
成
12
年
１
月
14
日
に
福

岡
コ
ー
ス
と
熊
本
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス

で
実
施
、
そ
れ
ぞ
れ
約
30
名
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

企
業
見
学
会

授業中の佐間野有希子さん

Quad（学生寮）内での瀬古昌子さん

マスコミ講座講師　中川　幸生氏
（㈱熊本放送　社長室人事部兼経営企画部長）

マスコミ講座講師　窪田　隆穂氏
（㈱熊本日日新聞社　編集局読者センター長）

モンタナ州立大学ボーズマン校学内風景

Quad（学生寮）

　
ス
　
ミ
　
座
　
開
　

マ
　
コ
　
講
　
の
　
設■平成11年度企業見学会�

福岡コース� 熊本コース�
期　日�
　平成12年1月14日（金）�
訪問先�
　●㈱福岡ソフト�
　　リサーチパーク�
　●福岡ドーム�
　　（ホテルシーホーク）�
　●㈱博多大丸 �
　●福岡学生職業センター �
　●“職業フェア”�

期　日�
　平成12年1月14日（金）�
訪問先�
　●金剛㈱�
　●㈱熊本放送  �
　●㈱鶴屋百貨店 �
　●肥後銀行�
　　事務センター�

福岡コース ㈱博多大丸 にて

マスコミ講座打合せ会（H12.1.27）

祥
明
大
學
校

短
期
学
生
研
修
団

受
入
に
伴
う

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

登
録
の
募
集

概
要
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今
年
度
の
公
開
講
演
会
は
、
第
１
回

は
肥
後
琵
琶
師
の
橋
口
桂
介

は

し

ぐ

ち

け

い

す

け

氏
を
、
第

２
回
は
写
真
家
の
皆
越

み

な

ご

し

よ
う
せ
い
氏
を

講
師
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
１
月
21
日
と

１
月
22
日
に
開
催
。
第
１
回
講
師
の
橋

口
桂
介
氏
は
現
在
唯
一
の
肥
後
琵
琶
師

で
、
熊
本
の
地
に
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ

て
き
た
肥
後
琵
琶
の
演
奏
を
聴
く
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
第
２
回
講
師
の
皆
越
よ
う

せ
い
氏
は
熊
本
県
上
村
出
身
の
土
壌
生

物
の
写
真
家
で
、
ミ
ミ
ズ
な
ど
土
の
中

の
生
物
の
美
し
い
写
真
１
５
０
枚
余
り

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
、
参
加
し
た
子
供

達
も
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

本
学
の
学
園
祭
〝
白
亜
祭
〞
が
、
今
年
度
も
平
成
11

年
11
月
６
日
か
ら
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
35
回
と

な
る
今
回
の
白
亜
祭
は
、
〝
楽
〞
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

恒
例
の
ミ
ス
白
亜
コ
ン
テ
ス
ト
の
ほ
か
、
自
治
会
主
催

の
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
講
演
会
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
ブ

ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
の

お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
の
学
生
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
フ
ォ
ー
ク
研
ラ
イ
ブ
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の

英
語
劇
や
各
種
展
示
な
ど
、
各
サ
ー
ク
ル
が
日
頃
の
活

動
成
果
を
発
表
。

そ
の
他
数
十
の
バ

ザ
ー
も
キ
ャ
ン
パ

ス
に
所
狭
し
と
並

び
、
地
域
の
家
族

連
れ
も
訪
れ
た
熱

気
あ
ふ
れ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

ハートフルくまもと大会（H11.11.6-
11.7）にて（選手と本学学生）

「肥後琵琶の世界」橋口　桂介氏

 所　属 氏　名・職 研究室・執務室の場所 内線電話�
�   200�
 学　  生　  部 深津　和彦　学生部長 480�
   �
 事　  務　  局 村上　建二　次長 222�
 文　  学　  部 徳永紀美子　助教授 415�
  〃 鈴木　　元　講師 427�
 環境共生学部 篠原　亮太　教授 492�
   �
  〃 重松三和子　助教授 245�
  総合管理学部 中宮　光隆　教授 690�
  〃 木原佳奈子　助教授 677�
  学生部学生課 田内　康敬　学生課長 208

〔執務室〕管理棟1Ｆ学生部�

〔研究室〕環境共生学部・生活科学部棟4Ｆ�
（4月以降は、環境共生学部新棟(南棟)3Ｆ）�

管理棟2Ｆ事務局長室�

文学部棟2Ｆ�

文学部棟3Ｆ�

環境共生学部・生活科学部棟4Ｆ�
（4月以降は、環境共生学部新棟(南棟)2Ｆ)�

第1体育館�

総合管理学部棟5Ｆ�

総合管理学部棟5Ｆ�

管理棟1Ｆ学生部�

■セクシュアル・ハラスメント相談員名簿（平成12年2月現在）

公
開
講
演
会

本
学
学
生
が

ハ
ー
ト
フ
ル
く
ま
も
と
大
会
の

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍

平
成
11
年
11
月
６
日
か
ら
７
日
に
開
催
さ
れ
た
ハ
ー
ト
フ
ル
く
ま

も
と
大
会
（
第
35
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
に
、
本
学

学
生
56
名
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
会
運

営
の
支
援
を
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
平
成
10
年
５
月
か
ら
１

年
余
り
手
話
実
技
そ
の
他
の

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
、
当
日
は
群
馬
県
・
東

京
都
・
石
川
県
・
滋
賀
県
・

奈
良
県
・
鹿
児
島
県
の
選
手

団
付
き
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
活
躍
。
大
会
会
場
や
宿
泊

先
な
ど
、
出
迎
え
か
ら
見
送

り
ま
で
選
手
を
支
援
し
、
選

手
と
感
動
を
共
有
し
ま
し

た
。

第35回白亜祭

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
に
関
す
る

要
項
の
制
定

１　意識の重要性
セクシュアル・ハラスメントをしないようにするためには、教職員及び

学生等の一人一人が、次の事項の重要性について十分認識しなければなら
ない。
（1）お互いの人格を尊重しあうこと。
（2）お互いが大切な社会的パートナーであるという意識を持つこと。
（3）相手を性的な関心の対象としてのみ見る意識をなくすこと。
（4）異性を劣った性として見る意識をなくすこと。

２　基本的な心構え
教職員及び学生等は、セクシュアル・ハラスメントに関する次の事項に

ついて十分認識しなければならない。
（1）性に関する言動に対する受け止め方には個人間や男女間で差があり、
セクシュアル・ハラスメントに当たるか否かについては、相手の判断
が重要であること。
具体的には、次の点について注意する必要がある。
ア　親しさを表すつもりの言動であったとしても、本人の意図とは関
係なく相手を不快にさせてしまう場合があること。

イ　不快に感じるか否かには個人差があること。
ウ　この程度のことは相手も許容するだろうという勝手な憶測をしな
いこと。

エ　相手との良好な人間関係ができていると勝手な思いこみをしない
こと。

（2）相手が拒否し、又は嫌がっていることが分かった場合には、同じ言
動を決して繰り返さないこと。

（3）セクシュアル・ハラスメントであるか否かについて、相手からいつ
も意思表示があるとは限らないこと。

（4）大学におけるセクシュアル・ハラスメントにだけ注意するのでは不
十分であること。
例えば、大学の人間関係がそのまま持続する歓迎会、ゼミナールの
酒席等の場におけるセクシュアル・ハラスメントについても同様に注
意しなければならない。

（5）教職員及び学生等間のセクシュアル・ハラスメントにだけ注意する
のは不十分であること。
教職員又は学生等がその職務又は学業に従事する際に接する教職員
又は学生等以外の者及び委託契約等により大学で勤務する者との関係
にも注意しなければならない。

３　セクシュアル・ハラスメントになり得る言動
セクシュアル・ハラスメントになり得る言動として、例えば次のような

性的な関心、欲求に基づくものや性別により差別しようとする意識等に基
づくものがある。
（1）性的な内容の発言関係　
ア　スリーサイズを聞くなど身体的特徴を話題にすること。
イ　聞くに堪えない卑猥な冗談を言うこと。
ウ　体調が悪そうな女性に「今日は生理日か」、「もう更年期か」など
と言うこと。

エ　性的な経験や性生活について質問すること。
オ　性的な噂を立てたり、性的なからかいの対象とすること。
カ　「男のくせに根性がない」、「女には仕事を任せられない」、「女性
は職場の花でありさえすればいい」などと発言すること。

キ　「男の子、女の子」、「僕、坊や、お嬢さん」、「おじさん、おばさ
ん」などと人格を認めないような呼び方をすること。

（2）性的な行動関係
ア　ヌードポスター等を職場に貼ること。
イ　雑誌等の卑猥な写真・記事等をわざと見せたり、読んだりするこ
と。

ウ　身体を執拗に眺め回したり、体に不必要に接触すること。
エ　食事やデートにしつこく誘うこと。
オ　不必要な個人指導を行うこと。
カ　出張先で不必要に自室に呼んだり、自宅までの送迎などを強要す
ること。

キ　性的な内容の電話をかけたり、性的な内容の手紙・Ｅメールを送
ること。

ク　更衣室等をのぞき見すること。
ケ　性的な関係を強要すること。

コ　カラオケでのデュエットを強要すること。
サ　酒席で、上司、指導教員等の側に座席を指定したり、お酌やチー
クダンス等を強要すること。

シ　女性であるということだけで職場でお茶くみ、掃除、私用等を強
要すること。

ス　女性であるというだけの理由で仕事や研究上の実績等を不当に低
く評価すること。

４　懲戒処分
セクシュアル・ハラスメントの態様等によっては信用失墜行為、全体の

奉仕者にふさわしくない非行又は学生の本分に反する行為等に該当して、
懲戒処分に付されることもある。

就労上又は修学上の環境は、教職員及び学生等の協力の下に形成される部
分が大きいことから、セクシュアル・ハラスメントにより就労上又は修学上
の環境が害されることを防ぐため、教職員及び学生等は大学の構成員として、
次の事項について、十分に配慮しなければならない。

１　セクシュアル・ハラスメントについて問題提起をする教職員又は学生等
をいわゆるトラブルメーカーと見たり、セクシュアル・ハラスメントに関
する問題を当事者間の個人的な問題として片づけたりせず、就労上又は修
学上の良好な環境の確保のために皆で取り組むことを日頃から心がけるこ
と。

２　大学からセクシュアル・ハラスメントに関する問題の加害者や被害者を
出さないようにするために、周囲に対する気配りをし、必要な行動をとる
こと。
（1）セクシュアル・ハラスメントが見受けられる場合は、機会をとらえ
て注意を促すこと。

（2）被害を受けていることを見聞きした場合には、声をかけて相談に乗
ること。

３　大学においてセクシュアル・ハラスメントがある場合には、気持ちよく
就労や修学ができる環境づくりをするために相談員又は各学部長等に相談
するなどの方法をとることをためらわないこと。

１　基本的な心構え
教職員及び学生等は、セクシュアル・ハラスメントを受けた場合にその被

害を深刻にしないために、次の事項について認識しておくことが望まれる。
（1）一人で我慢しているだけでは、問題は解決しないこと。
（2）セクシュアル・ハラスメントに対する行動をためらわず、勇気を持
って対応すること。

２　セクシュアル・ハラスメントによる被害を受けたと思うときに
望まれる対応
教職員及び学生等はセクシュアル・ハラスメントを受けた場合、次のよ

うな行動をとるよう努めることが望まれる。
（1）嫌なことは相手に対して、拒否や抗議等の明確な意思表示をするこ
と。

（2）相談員など信頼できる人に相談すること。
（3）セクシュアル・ハラスメントが発生した日時、内容等について記録
しておくこと。

教職員は、学生等が対象となるセクシュアル・ハラスメントの防止等のた
めに、学生等が本指針の趣旨を理解するよう努める。その際、学生等の実情
に応じた適切な指導を行い、修学上の良好な環境が確保されるよう、適切な
配慮を行う。
なお、学生等間のセクシュアル・ハラスメントについてもその防止等に努

める。

第35回白亜祭

平
成
11
年
度
公
開
講
演
会

（
本
学
学
生
と
県
民
の
方
々
を
対
象
）

日
　
時

平
成
12
年
１
月
21
日
（
金
）

テ
ー
マ

肥
後
琵
琶
の
世
界

（
曲
目
　
葛く

ず

の
葉は

）

講
　
師

橋
口
桂
介
氏

（
芸
名
　
星
沢
月
若

ほ

し

ざ

わ

つ

き

わ

か

）

日
　
時

平
成
12
年
１
月
22
日
（
土
）

テ
ー
マ

落
ち
葉
の
下
の

小
さ
な
動
物
た
ち

―
知
ら
れ
ざ
る

土
壌
生
物
の
素
顔
―

講
　
師

皆
越
よ
う
せ
い
氏

平
成
11
年
８
月
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
及
び
排
除
の
た

め
の
措
置
並
び
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
起
因
す
る
問
題
が
生
じ

た
場
合
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
措

置
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
、
健

全
で
快
適
な
就
労
又
は
修
学
環
境
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
要
項

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
何
か
困
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
回

第
２
回

熊本県立大学セクシュアル・ハラスメントの
防止に関する要項第３条関係（ ）セクシュアル・ハラスメントの防止に関する指針

第２　大学の構成員として就労上又は修学上の
良好な環境を確保するために認識すべき事項

第１　セクシュアル・ハラスメントをしないように
するために教職員及び学生等が認識すべき事項

第３　セクシュアル・ハラスメントに起因する問題が生じた
場合において教職員及び学生等に望まれる事項

第４　学生等への指導
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